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2021～2022年度 福井あじさいロータリークラブテーマ

「みんなで奉仕をしよう　　　　　　　　　」

本日の例会　第878回

RI第 2650地区 スローガン2021～22年度

ガバナー　馬場　益弘

- そのための親睦を大切に -

前回の例会報告

四つのテスト　言行はこれに照らしてから     1. 真実か　どうか   2. みんなに公平か   3. 好意と友情を深めるか    4. みんなのためになるかどうか　
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RI会長　シェカール・メータ

Presidential Theme2021-22 

7月9日（金）

7月29日（木）

7月16日（金）

次回の例会案内

会長挨拶

○現在会員　59名　　○出席者　34名
○届欠席者   25名　   ○出席率 　58%

クラブ協議会

メイクアップ

古市　恭也

○開会点鐘　１2時00分
○ロータリーソング斉唱　「四つのテスト」
○会長挨拶
○幹事報告・委員会報告・同好会報告
○ニコニコ箱報告
○ロータリー財団寄付者発表
○米山記念奨学会寄付者発表
○閉会点鐘
○開会点鐘
○クラブ協議会

○閉会点鐘

○開会点鐘　１2時25分
○集　　合　１2時00分

皆皆さんこんにちは。
本日はクラブ協議会です。来週のガバナー補佐をお招きしてのクラブ協
議会の予行演習です。概況報告書通り読むのではなく、困っていること
などを話してもらえるとよりいいかもしれません。
今日は日本のロータリークラブでの国旗掲揚と国歌斉唱についてお話し
したいと思います。
日本のロータリークラブでは国旗を掲げ、毎月第一例会では国歌を斉唱

します。これは、第2次世界大戦の開始前後に米国発祥のロータリークラブは米国のスパイで
はないかと疑われていたようです。その疑いを晴らすため国に忠誠を誓うことを示す意味で、
国旗を掲げ、国歌を歌っていたのが習慣化したのではないかと言われています。当時は特別高
等警察が来て例会を監視していたそうです。それだけに “御国に捧げん我らの業、望むは世界
の久遠の平和” という言葉を含む「奉仕の理想」も盛んに歌われたそうです。
一方、米国では集会の場での国旗掲揚や国歌斉唱は一般的だが、最近のロータリークラブでは
国旗は掲げてあるものの、国歌斉唱やロータリーソング合唱はしなくなったクラブが多いそう
です。そのほかの国でも国旗掲揚、国歌斉唱、ロータリーソング合唱をしないクラブが少なく
ないそうです。
国歌斉唱についてはいろいろな議論があるようですが、歌を歌うことによって、日本人が日本
人である自覚を持ち、自国に思いを寄せることには意味があると思いますし、ロータリアンと
しての自覚を持つことも意味のあることだと思います。

公式訪問前事前クラブ協議会

※来週23日（金）の例会は
　祝日休会になります

会場/福井パレスホテル  3F

会場/ザ・グランユアーズフクイ　3階

奉仕しよう  みんなの人生を豊かにするために

バナー公式訪問前の
貴志英生ガバナー補佐来訪

会計　森陰輝夫
【活動方針】
コロナ禍といえ、できるだけ無駄を省き、予算を有効かつ適正に執行する。
【活動計画】
１. 各委員会に事前に事業計画・予算をしっかり立ててもらう。
２. 事前に必要な費用を確認し、予算配分をする。
３. ニコニコ委員会と協力し、奉仕活動の財源を確保する。

Ｓ.Ａ.Ａ.　長井　眞見
例会が円滑に進行出来る様に心掛けると共に、会員の秩序、態度に十分注意し、福井あじさいロータリークラブの明る
く楽しい雰囲気をも尊重して有意義な例会となるよう努力したいと思います。又、例会中の私語、携帯の使用、居眠り
はしないで、会長の卓話を毎週楽しみにして下さい。ご協力お願いします。

職業分類委員会　　増田浩三
委員会の責務としては、会員増強委員会と協力し、未充填の職業分類の新会員発掘、増強に努める
ことを重点目標にしたいと思います。

会員増強委員会　　太田貴司
今期のテーマ「みんなで奉仕しよう -そのための親睦を大切に -」を元に、コロナ禍ではありますが、できる限り会員
が親睦を深めることに協力していきたいと思います。その中で、会員増強として、会員から数多くの紹介を頂きながら、
ロータリーの素晴らしさ、奉仕の大切さ、あじさい会員の魅力を伝え、会員の増強に努めます。大人数での会食・会合
などの場を設けることが困難な時期ですので、個別にご紹介を頂ければ幸いです。皆様1年間、情報提供のご協力を是
非ともよろしくお願い致します。

職業奉仕委員会　朝田健一
自らの職業を通して社会に貢献する職業奉仕。多種多様の職業を持つロータリアンが専門知識や専門技術などを用いて、
コロナ禍でもできる奉仕活動を行っていきたいと考えております。また親睦ができる様な環境を職業奉仕活動の中に取
り入れて楽しく行って参りますので、皆様のご指導、ご協力の程、何卒よろしくお願い致します。

中村栄子（米山奨学生カウンセラー集会）

馬場　益弘ガバナー
福井RCとの合同公式訪問・例会

当日はクールビズ（ノーネクタイ）
ジャケット、バッヂ、マスク着用です



ロータリー財団　寄付者

米山記念奨学会　寄付者

22名 　　24,000円　　今年度累計　68,000円

ニコニコ箱報告（順不同/敬称略）

19名　21,000円

13名　14,000円

12:00～12:30

18:00～18:30

　2021.7/9
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クラブ会報委員長/ 阿部 和久

県内クラブ
例会日

ビジター受付

火曜日

月曜日

水曜日 木曜日 金曜日

福井南RC

福井東RC

（ザ・グランユアーズフクイ）

（福井繊協ビル 8F）
勝山RC

（勝山市民活動センター）

（AOSSA 3F）
武生RC

（武生商工会館）

若狭RC
（ホテルせくみ屋）

福井フェニックスRC

丸岡RC

（ザ・グランユアーズフクイ） （ザ・グランユアーズフクイ）

（丸岡城のまちコミュニティセンター）

敦賀RC
（福井銀行敦賀支店 2F）

大野RC
（大野商工会館）

福井北RC

福井水仙RC
（福井パレスホテル）
武生府中RC

（越前たけふ農協会館 3F）

敦賀西RC
（敦賀プラザ萬象）

福井RC 三国RC
（三国観光ホテル）
鯖江RC

（鯖江商工会館 4F）

（福井県護国神社）
福井西RC

（ホテル リバージュアケボノ）
福井あじさいRC

前年度累計　72,000円

新コーナー　「私の○○」

古市恭也　　福井県独自の緊急事態宣言が昨日であけました。
細川直人　　熱海市の豪雨災害に心を痛めております。少しでも早い復興
　　　　　　を祈っております。
森陰輝夫　　古市年度でコロナが終息しますように！そうでしょ細川幹事！
松本喜市　　古市会長、細川幹事、1年間お世話になりますが、よろしく
　　　　　　お願いいします。
桒野幸信　　今週は1度もゴルフに行けていません。
福澤幹也　　大雨、大丈夫ですか？こんにちは！
八木翔　　　本日より駅前店営業再開します。よろしくお願いします。
山下徳太郎　皆さん、いつもありがとう。
梅本知恵理　むし暑いですね。
橿尾輝之　　スカっとしたお天気になって欲しいものです。
日置友純　　3人に 1人会員を、明るく読み上げました。1年間よろしく
　　　　　　お願いいします。
河合正浩
野原哲也
太田宏史
近藤実
小寺邦夫
南伊津美
竹内義隆
辻川貴宏
阿部和久
稲津敬史
太田貴司　各君

日置委員長 松本委員長 竹内　委員長

社会奉仕委員会　　内海晴藏
2021年 9月 23日に福井市ハピテラスに於いて視覚障害啓蒙活動を行う。
具体的には、ステージでの発表と視覚障がい者を支援する機器の展示を行う。
協力：福井県立盲学校
　　　福井県視覚障がい者支援ネットワーク羽二重ねっと
共催：福井市福祉保健部障がい福祉課　　　　　　　　　　　　

国際奉仕委員会　　島村真人
フィリピンへの訪問をいたします。内容としては、
① マカティRC・マカティポブラシオンRC・カンカバトRCとの姉妹
クラブ調印と交流
② マカティRCとの共同事業
③ カンカバトRCとの共同事業
フィリピン・カンカバトRCと共に、地域の小学校へマスクや消毒液などを購入
する寄付金（10万ペソ）を送ります。

青少年奉仕委員会　　辻川貴宏
本年度は下記の２つの事業を行ってまいります。
①　児童養護施設への寄贈
来年度、新入学生にランドセルや文房具等の購入のための新入学準備金を寄贈する。
②　ＲＹＬＡ
研修を通じて、次世代のリーダーになるための心構え・考え方を学んでもらう。
今年度も1～ 2名参加予定です。

竹内義隆、古市恭也、細川直人、長井眞見、森陰輝夫、松本喜市
小寺邦夫、福澤幹也、梅本知恵理、日置友純、中村栄子
桒野幸信、太田宏史、　各君

松本喜市、古市恭也、細川直人、長井眞見、森陰輝夫、小寺邦夫
福澤幹也、橿尾輝之、竹内義隆、梅本知恵理、野原哲也、近藤実
太田宏史、辻川貴宏、稲津敬史、桒野幸信、南伊津美、常山由起子
日置友純　各君

「私の好きなうた」　阿部和久

「我が友よ　良き文綴れ　故郷の　水田（みずた）の畦に　読む人のため」
かつて大先輩が私たち後輩に聞かせてくれた歌です。　
詠んだのは新潟市生まれの歌人会津八一（やいち）。八一は1945（昭和20）
年、早稲田大学教授を辞任。東京空襲で罹災し帰郷しました。翌46年5月に
新潟放送の初代社長だった坂口献吉（作家坂口安吾の長兄）から懇願され、
創刊された「夕刊ニヒガタ」の社長を引き受けました。その時に仲間たちに
呼びかけたのが冒頭の歌です。明るく自信に満ちた言葉が印象的です。
地方紙の大事な役割は、そこに住む人たちの人生の記録を日々とどめてい
くこと。菅首相やバイデン大統領のことは世界中のメディアが報じますが、
地域の人たちの営みを記録するのは地方紙しかありません。八一の歌は色
あせることがないと思っています。
もう一つ、大好きな俳句があります
「雪に深き　故郷のなほ　住みよけれ」
私のふるさと、富山・八尾生まれで地元の俳壇を主宰していた俳人橋爪巨籟
（きょらい）の句です。
解説は野暮です。会員の皆さんには等身大のものとして伝わるのではないで
しょうか。

さて、例会でもお伝えしましたが、会報で「私の○○」を始めます。　会員卓話がない時
などに随時掲載していきます。
「○○」に入るテーマは自分で決めてください。例えば「私のおすすめの一冊」「私の健
康法」「私のお勧めレシピ」といったように。卓話と重ならないテーマでお願いします。
あくまでも卓話がメーンですから、サブ的な扱いと思って気軽に。原稿をお願いした
ときにはご協力をお願いします。
執筆に当たっては微力ながらお手伝いをします。


